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衆
議
院
議
員
鈴
木
宗
男
君
提
出
防
衛
省
に
お
け
る
裏
金
組
織
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書

一
に
つ
い
て

防
衛
省
（
平
成
十
九
年
一
月
九
日
よ
り
前
は
防
衛
庁
。
以
下
同
じ
。
）
の
報
償
費
の
予
算
計
上
額
は
、
平
成
十
年
度
に
お

い
て
二
億
千
三
十
九
万
七
千
円
、
平
成
十
一
年
度
に
お
い
て
二
億
千
三
十
九
万
七
千
円
、
平
成
十
二
年
度
に
お
い
て
二
億
千

三
十
九
万
七
千
円
、
平
成
十
三
年
度
に
お
い
て
二
億
千
三
十
九
万
七
千
円
、
平
成
十
四
年
度
に
お
い
て
二
億
千
三
十
九
万
七

千
円
、
平
成
十
五
年
度
に
お
い
て
二
億
千
三
十
九
万
七
千
円
、
平
成
十
六
年
度
に
お
い
て
二
億
千
三
十
九
万
七
千
円
、
平
成

十
七
年
度
に
お
い
て
二
億
千
三
十
九
万
七
千
円
、
平
成
十
八
年
度
に
お
い
て
一
億
七
千
七
百
二
十
万
円
、
平
成
十
九
年
度
に

お
い
て
一
億
六
千
四
百
八
十
八
万
円
で
あ
る
。

二
に
つ
い
て

防
衛
省
に
お
け
る
報
償
費
の
予
算
科
目
は
、
「
報
償
費
」
で
あ
る
。
ま
た
、
防
衛
省
の
報
償
費
は
、
隊
員
が
災
害
派
遣
等

に
お
い
て
死
亡
し
た
場
合
等
に
授
与
さ
れ
る
賞
じ
ゅ
つ
金
、
業
務
に
必
要
な
情
報
収
集
に
必
要
な
経
費
、
犯
罪
捜
査
に
必
要

な
経
費
及
び
自
衛
隊
員
等
に
対
す
る
表
彰
等
の
副
賞
と
し
て
使
用
さ
れ
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
各
年
度
の
予
算
に
計
上
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

一



三
に
つ
い
て

防
衛
省
の
報
償
費
は
、
国
の
事
務
又
は
事
業
を
円
滑
か
つ
効
果
的
に
遂
行
す
る
た
め
、
当
面
の
任
務
と
状
況
に
応
じ
そ
の

都
度
の
判
断
で
最
も
適
当
と
認
め
ら
れ
る
方
法
に
よ
り
機
動
的
に
使
用
す
る
た
め
に
設
け
ら
れ
た
経
費
で
あ
る
。

四
に
つ
い
て

防
衛
省
の
報
償
費
に
つ
い
て
は
、
会
計
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
三
十
五
号
）
等
の
法
令
に
基
づ
き
、
支
出
負
担
行
為

担
当
官
が
支
出
負
担
行
為
を
し
、
支
出
官
が
支
出
の
決
定
及
び
国
庫
金
振
替
書
の
交
付
を
し
、
こ
れ
を
受
け
て
出
納
官
吏
に

よ
り
取
扱
責
任
者
に
対
し
て
支
払
が
な
さ
れ
、
取
扱
責
任
者
の
そ
の
都
度
の
判
断
に
よ
り
、
適
切
な
使
途
に
つ
い
て
、
最
も

適
当
と
認
め
ら
れ
る
方
法
で
支
出
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
、
領
収
書
等
の
証
拠
書
類
を
整
備
し
、
毎
年

度
の
会
計
検
査
院
に
よ
る
検
査
を
受
け
て
い
る
。

五
に
つ
い
て

お
尋
ね
の
「
目
的
・
理
念
に
反
し
て
使
わ
れ
た
場
合
」
の
具
体
的
内
容
が
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
法
令
に
違
反

す
る
報
償
費
の
支
出
が
あ
っ
た
場
合
に
は
、
個
別
具
体
的
な
事
案
に
応
じ
て
適
切
に
対
処
す
る
こ
と
に
し
て
い
る
。

六
か
ら
十
ま
で
に
つ
い
て

二



防
衛
省
に
お
い
て
は
、
長
岡
憲
宗
経
理
装
備
局
長
を
中
心
に
、
報
償
費
の
使
途
等
に
つ
い
て
確
認
す
る
作
業
を
行
っ
て
い

る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
当
該
確
認
の
結
果
に
つ
い
て
は
、
報
償
費
の
性
格
上
、
個
別
具
体
的
な
使
途
等
に
つ
い
て
公
表
す
る

こ
と
が
困
難
で
あ
る
こ
と
を
考
慮
し
つ
つ
、
ど
の
よ
う
な
段
階
で
ど
の
よ
う
な
公
表
方
法
が
あ
る
か
今
後
検
討
し
て
ま
い
り

た
い
。

三


